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実践報告 
ガジャマダ大学「国際大学交流セミナー」実践報告 
—短期研修コースにおける日本語講義— 
 
愛知県立大学非常勤講師 加藤 淳 
国際関係学科 東 弘子 
 
はじめに 
愛知県立大学では、独立行政法人日本学生支援機構の「平成 23 年度国際大学交流セミ
ナー1
１．セミナー参加者とそのニーズ 
」に採択され、学術交流協定を締結しているガジャマダ大学（インドネシア、ジョグジャカ
ルタ）を交流大学として、2011 年７月 19 日から７月 31 日までの 13 日間にわたりセミナーを実
施した。セミナーのテーマは「環境問題における多文化間の協力と共生」である。交流大学の
ガジャマダ大学からは、10 名の学生と３名の教員が招聘された。主催大学である愛知県立大
学は、実施責任者である小座野八光（外国語学部准教授）、高地薫（多文化共生研究所共同
研究員／非常勤講師）、加藤淳（多文化共生研究所共同研究員／非常勤講師）の３名が実
施の中心的役割を果たし、その他多くの教員、事務職員、学生の協力によって「国際大学交
流セミナー」の名にふさわしい交流事業が行われた。 
 本稿では、その 13 日間のセミナーのうち、大きな位置づけを占めた「日本語講義」（すべて
の授業について筆者（加藤）が担当）の実践報告をするとともに、アシスタント学生の位置づけ
などの課題について言及したい。 
 
国際大学交流セミナー参加学生 10 名は、ガジャマダ大学人文学部日本文学科の成績上
位者 9 名と工学部の成績優秀者 1 名が、実施責任者の現地面接を経て選抜された。日本文
学科の学生は、日本語能力試験 N1合格者 2名、N2合格者 4名を含め、日本語コンテストな
どで優秀な成績を収めた経歴をもつ学生である。 
日本語講義の授業計画を立てるにあたり、日本語習熟度および、本セミナーに対するニー
ズを把握するため、渡日前に自己紹介文を作成して提出することを求めた。文章表現からみ
ると、助詞や名詞の間違い、ひらがなとカタカナの混同、PC での変換ミスを含む漢字表記の
間違いなどがあることがわかったが、一般化できるものではなく個別的な指導が必要なことが
予測された。また、渡日への期待としては、日本の文化や環境に触れたい、在籍する学科の
研究に関わる資料を調べたい、日本語を使って討論したい、日本語で話す友達を作りたいと
いったことがあげられており、日本語学習そのものより、日本語を使っての活動や交流に期待
が寄せられていることが確認できた。このことから、日本語講義の中に「日本語で会話する」ア
シスタント学生を配することが、効果的な学習及び交流活動にとって必要であると判断した。 
                                            
1セミナーの趣旨など、詳細については募集要項を参照。 
http://www.jasso.go.jp/exchange/daigakukouryu.html#mokuteki 
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２．セミナー全体のスケジュールと日本語講義 
 前述のように、本セミナーのテーマは「環境問題における多
文化間の協力と共生」であり、「環境問題に関する講義・講演
及び学生間討論を通じて、主催大学と交流大学双方の学生
が日本とインドネシアの政治・経済・文化の相違と共通性を理
解し、今後の研究に生かすこと」が目的である。それに基づき、
学内外の専門家による講義・講演、文化施設・企業・工場等
への見学、学生間の討論会、地域住民との交流などの活動が
計画された。日本語講義はセミナーで学んだ成果をスピーチ
発表することを修了課題とし、セミナーにおける活動や日本で
の生活に必要な日本語をサポートし、また自国で学んできた
日本語を日本で運用する経験を通して更なる学習につなげて
いくことを目標として、12回の講義を計画した（〈表１〉）。 
 
〈表１ 平成 23年度国際大学交流セミナー日程表〉             
日
付 
時間 内       容 
７ 
／
19
・
火 
10:00 
12:00 
13:00-14:30 
14:30-16:00 
16:00 
中部国際空港着 【小座野】 
大学宿舎 到着  
オリエンテーション 【小座野・高地】（B108） 
日本語講義(1)（自己紹介 学生アシスタント紹介） 【加藤】（B108） 
チューター学生との交流食事会 
７ 
／
20
・
水 
10:30-12:00 
13:00-17:00 
17:30 
開講式 （多目的ホール） 
鉄道博物館見学  【小座野】 
チューター学生と買出し  
７ 
／ 
21
・
木 
 8:50-10:20 
10:30-12:00 
12：50-14:20 
14:30-16:00 
17:40-18:40 
日本語講義 （DVD（ジブリ）視聴）  【小座野・高地】 （B106） 
愛・地球博記念公園（さつきとメイの家）見学 【小座野・高地】 
日本語講義(2)【加藤】 （文化交流室） 
日本語講義(3) 【加藤】 （文化交流室） 
日本人学生とのディスカッション（ハラル研究）  （文化交流室） 
７ 
／ 
22
・
金 
 8:50-10:20 
10:30-12:00 
13:00-15:30 
16:00-17:40 
18：00 
日本語ノート作成 
日本事情（文化） 【高地】 （B209） 
日本事情（文化） 【高地】 （B209） 
日本語講義(4) 【加藤】 （G003） 
学生主催による留学生交流ﾊﾟｰﾃｨｰ 中集会室  
７ 
／ 
23
・
土 
 9:50出発 
11:45 
15:30 
16:00 
産業技術記念館見学  【高地】 
清水前理事長特別講義 「愛知の自動車産業」  
長久手町役場まちづくり推進部 藤が丘 【高地】 
ホームステイ（長久手町） 
７ 
／
24 
・
日 
10:00 
11:00 
12:00-16:00 
17:00 
ホームステイ先から長久手町エコハウス 
エコハウスにてゴミの分別作業手伝い  【高地】  
トヨタ自動車本社工場（元町工場～トヨタ会館）見学 【高地】 
チューター学生とのディスカッション 
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７ 
／ 
25
・
月 
 8:50-10:20 
10:30-12:00 
13:00-17:00 
日本語講義(5)  【加藤】 （H401） 
日本語講義(6)  【加藤】 （H401） 
農業総合試験場 環境に関する農業研究の DVD と講義  
７ 
／ 
26
・
火 
 8:50-10:20 
10:30-12:00 
12:50-14:20 
15:00-17:00 
日本語講義(7)  【加藤】 （H401） 
日本語講義(8)  【加藤】 （H401） 
「ISO認証について」 【（株）ビープロシード代表山田英代】 （H310） 
ISOについて日本人学生とのディスカッション 
７ 
／ 
27
・
水 
 8:00-9:30 
 9:30-11:00 
11:10-12:10 
12:50-14:20 
15:00-17:00 
国際法についての予習 【高地】 
日本事情（文化） 【中島】 （B206） 
日本事情（文化） 【宮崎】 （B206） 
国際法特別講義 「京都議定書について」 【高島副学長】 （特別会議室） 
日本語レポート作成 
７ 
／ 
28 
・
木 
 8:50-10:20 
10:30-12:00 
12:50-14:20 
14:30-16:00 
日本語講義(9)  【加藤】 （文化交流室） 
日本語講義(10) 【加藤】 （文化交流室） 
日本語講義(11) 【加藤】 （文化交流室） 
日本人学生とのディスカッション 【小座野・高地・亀井】 （文化交流室） 
７ 
／ 
29
・
金 
 8:50-10:20 
10:30-12:00 
12:50-14:20 
16:10-17:40 
施設利用（学内 C棟・図書館） 
社会見学 長久手町内 
日本語講義 （研究発表のためのまとめ 自習） 
日本語講義(12) （研究発表準備）  【加藤】 （B213） 
７ 
／ 
30
・
土 
8:50-10:20 
10:30－12:00 
13:00-14:30 
15:00-16:00 
16:30 
日本語講義(13) （研究発表準備）  【加藤】 （小ホール） 
日本語による研究発表会  【加藤・東】 （小ホール） 
意見交換会  
閉講式 修了証書授与 （多目的ホール） 
送別会 （生協喫茶室） 
７ 
／ 
31
・
日 
 
6:00 
8:00 
10:30 
〈帰国〉  
大学出発  
中部国際空港 
帰国便 
 
３．日本語講義の日程と内容 
 日本語講義にあたっては、以下の３つを目標とした。 
 
 
 セミナー全体のスケジュールとの関連から、以下のように、活動をおおまかに３つに分けた。 
●日本語講義 第１回～第４回 （７月 19日（火）～22日（金）） 
ホームステイまでの４回の授業を「日本に慣れる、日本の文化を体験する」活動として、自己
紹介や DVD『となりトトロ』を題材とした授業、俳句（川柳）づくりとした。 
（１）  「自己紹介」 学生アシスタントと知り合う。 
１． 日本で生活しながら楽しく日本語を使えるようにする。 
２． 日本語で文化や環境についての講義を受けて、自分の意見を日本語で 
   話したり書いたりできるようにする。 
３． 日本語でスピーチ発表ができるようにする。 
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（２）  DVD『となりのトトロ』 活動を日本語表現に繋げる。 
（３）  DVD『となりのトトロ』 文化や環境について話す。 
（４）  俳句（川柳）をつくる。 
●日本語講義 第５回～第８回 （７月 25日（月）～26日（火））      
学外活動やホームステイ先での体験の発表と、ホームステイ先への礼状作成を課題とした。 
（５）  ホームステイについて話す／書く。 
（６）  日本について興味を持ったことを話す／書く。 
（７）  ホームステイ先への手紙／話す。 
（８）  ホームステイ先への手紙／書く。 
●日本語講義 第９回～第 13回 （７月 28日（木）～30日（土）） 
スピーチ発表に向けての準備を主活動とした。 
（９）  活動記録・講義記録からキーワードを探す。 
(10)  キーワードをもとに文を書く／発表・修正。  
(11)  発表原稿を書く／読み合う。 発表／聞いて質問。 
(12)  スピーチ発表練習／質問する。 
(13)  スピーチ発表直前のリハーサル。 
こうした日本語講義での活動の最後に、本セミナーのまとめとして、研究発表スピーチを実
施した。発表時間は一人３分以上とし、発表には参観者を招き、ビデオ撮影もすることとした。 
 
４．実施記録 
 ここでは順を追って、日本語講義の授業内容と目的、実践の記録を示す 2。その上で、学生
の気づきについての紹介などから、アシスタント学生の授業への関わりについても報告する。
アシスタントとして参加した学生は計 28 名で、副専攻課程である日本語教員課程を履修中の
学生または国際関係学科の学生である。日本語教員課程担当教員の筆者（東）の呼びかけ
に応じて、自主的に応募してきた学生たちである 3
４．１ 第１回から第４回 —日本到着から日本の文化体験— 
。一人あたり１回～３回の参加であった。 
 悪天候（台風６号）の影響でインドネシアからの飛行機の到着が遅れるというアクシデントが
あり、授業は１５時３０分からの開始となった。到着直後の最初のクラスであり、歓迎の気持ちも
込めて、実施に関係する教員やアシスタントをする予定の学生が、可能な範囲で参加し、顔合
                                            
2 第１回から第３回までの授業は、天候や移動時間の都合により予定時間（〈表１〉の日程表）
とは異なる部分がある。ここでは実施実績に基づいて記載している。 
3日本語教育についての学習歴は問わないで募集したが、アシスタント担当を割り振る際に、一
つのクラスに日本語教育実習の経験者ができるだけ 1名以上入るように配慮した。 
 第１回（７月 19日（火）15:30−17:00） 
ガジャマダ学生（以下ガ学生）：10 名， ガジャマダ大教員３名 
県立大日本人学生：６名， 県立大留学生：10名  
授業担当教員以外の県立大教員：５名 
      授業内容：口頭での自己紹介／アンケートに答えて作文を書く 
      授業目的：互いに知り合い、日本語で話して、書く             
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わせをした。 
自己紹介 
 実施責任者と日本語講義担当者の挨拶の後、ガジャマダ大学からの引率の教員を紹介した。
次にガジャマダ大学の学生にフルネームとニックネーム、そし
て好きな食べ物を日本語で発言させ、ホワイトボードにニックネ
ームをカタカナで表記していった。インドネシア語の名前には
日本語話者には聞き取りにくい音があり、また非常に長い名前
もあることと、事前に提出を求めた作文の表記のゆれを発音と
表記から確認するためである。 
アンケートに答えて作文を書く 
 次に、県立大の学生（日本人学生と留学生）にも自己紹介をうながし、それぞれガジャマダ
大の学生とペアまたはグループになって作文「ようこそ日本へ！」の設問「今日あなたが体験し
たことを話してください／日本はどんな国だと思いましたか／日本にいる間にぜひしたいことを
書いてください」に基づいて話し合い、それを日本語で書いた（〈資料１〉）。ガジャマダ大学の
学生２名を指名し、書いたものを読み上げ口頭発表をさせた。 
授業の最後に、今後、本セミナーにおけるすべての講義や活動について記録し、宿題とし
て毎日提出するように指示した。活動を日本語でまとめ、日本語講義の中でも確認することに
より、知識も日本語表現も、より定着すると考えたからである。 
「交流」をキーワードに 
 日本への到着直後に授業を組み込んだのは、13日間という短い滞在期間中にできるだけ多
くの交流の機会が得られるよう、日本語を使う環境にシフトする場を提供するという教育上の観
点と、授業のアシスタントに入る日本人学生との交流という観点からである。なお、すでに県立
大学で学んでいる留学生（特別聴講学生４名、大学院研究生４名、学部留学生１名、大学院
生１名）も参加した。授業は１時間遅れての開始となったが、ガジャマダ大学の学生の到着を
待つ間、教室に集まった留学生と日本人学生は互いに自己紹介をし、大学や日本での生活
について会話して過ごした。その結果、特別聴講学生、研究生といった留学生同士や留学生
と日本人学生が知り合う機会にもなった。こうした機会が、その場にいた留学生と日本人学生
にとっての副次的な学習効果を生んだにとどまらず、ガジャマダ大学の学生に日常的に声を
かけたり、ディスカッションに留学生も参加したりと「全学的な交流の意識」として波及的な効果
をもたらしたことを添えておきたい。 
活動と日本語講義 
 DVD『となりのトトロ』を視聴後、愛・地球博公園へ行き「さつきとメイの家」を見学するという活
動を日本語表現力につなげるための仕掛けとして、予め「探し物」の課題を用意した。DVD や
 第２、３回（7月 21日（木）13:30−14:00、14:10−16:40） 
  ガ学生：９名（第２回～７回までは工学部の学生は別メニューの学習となっている） 
  アシスタント学生（以下ア学生）：０名 
      授業内容：DVD『となりのトトロ』聞き取り、「探し物」課題の発表 
      授業目的：活動（愛・地球博公園（さつきとメイの家）見学）を日本語でまとめる 
             環境や文化について、日本語で話す・聞く、書く・読む             
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〈資料１〉日本語講義初日の作文
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153
154
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「さつきとメイの家」に登場するものから「井戸、雨戸、手押しポンプ、押し入れ、洗濯板、風呂、
お便所、桶、階段」を取り上げ、学生一人ずつに個別の課題を割り当てたハンドアウトを用意
し、見学しながら課題に取り組むように指示した。 
「聞く／話す、読む／書く」全ての技能を使う授業 
 授業開始の段階で DVD 視聴が完了していなかったため、課題の確認も兼ね、４０分間を
DVD 鑑賞に当てることにした。DVD 視聴後に、時代背景や登場人物の特徴を話し合って確
認し、内容を文にして記入させ、口頭での表現を文章にまとめる練習をした。さらに、主題歌を
聞いてブランクに穴埋め式に記入するといった方法で、聞き取り能力を確認した。 
 次に、個別に課した「探し物」を絵に描きそれをもとに説明文を作るという、言語運用の活動
を行った。具体的には、ペアでパートナーの書いた文を読み合い、書いた本人に質問をして
語彙や文法の修正を行った。最後にパートナーが書いた文を読むという形でクラス発表をし、
どんな「探し物」が課題となっていたのかをクラスで当てるという方法で説明文の確認をした。 
さらに、語彙や文法項目をクラス全体にフィードバックして、使い方の説明を加えた。例えば、
「洗濯しながらおしゃべりする」「おしゃべりしながら洗濯する」といった「  〜ながら〜」の形式を
取り上げて前件と後件の関係を説明した上で、「井戸端会議」を説明するにはどちらが適切か
を話し合うなどである。学生からは「洋室／和室」と「洋画／邦画」に見られる「和」と「邦」の使
い分け、同音の漢字の使い分け、カタカナ表記と発音など、文字そのものではなく語彙・意味
にかかわる質問が多く出た。 
日本語を使っての話し合い 
 さらに、インドネシアにも親の世代までは「手押しポンプ」や「洗濯板」があったが、若い学生
は見たことがない、課題には出ていなかった「かまど」はインドネシアにも似たものがある、日本
の桶には取手がないがインドネシアの桶にはある、「便所」は両国で様式が似ているが日本の
「便所」には専用のスリッパがあるのはなぜか、「風呂」はどうやって入るのか水温調節はどうす
るのか、といった文化比較から環境問題に関わる話し合いにも発展した。また、「かくし扉」や
「かくし階段」など自国で興味を持っていた時代小説の話なども飛び出した。 
教師の役割 
 本セミナーにおける日本語講義は、教室外活動と教室内での日本語運用をつなぐことを目
標としている。こうした学習者中心の実践では、教師の役割はファシリテーターである。そこで、
ペアワークの際には巡回して学生同士の気づきが生じるようなキューを与えることなどを心が
けた。また、全体に長音や促音の脱落及びアクセントなどの発音や助詞の交代などがみられ
たが、重大な間違い以外は修正を行わずコミュニケーションを促すことに重点をおいた。 
 第４回の授業からアシスタントが入る授業となる。７月 22日は３名のアシスタント学生に加え、
英米学科に所属するインドネシア人留学生１名がボランティア参加した。はじめにクラスを３つ
 第４回（7 月 22日（金）16:10−17:40） 
 ガ学生：９名， ア学生：３名， ボランティア学生：１名 
      授業内容：俳句（川柳）を作る 
      授業目的：日本での生活をアシスタント学生に話す 
             日本文化に触れる（季語と俳句、縦書き表記、筆ペン） 
             日本語の「拍」の感覚に気づく 
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のグループに分け、１グループに１名のアシスタント学生が入るようにした。 
日本での体験を話して俳句（川柳）を作る 
 はじめに、俳句の拍と季語を簡単に説明し、有名な俳句を発音して拍の取り方を練習した。
次に「いつ／どこで／だれが／（なにを）する／どんな／なに」という項目に名詞や動詞、形容
詞、副詞などを入れるシートを渡し、これまでの日本での生
活や経験したことを自由に話しながら、拍をとって俳句（川
柳）にしていくことを指示した。30 分後に俳句を書くための
短冊に、筆ペンで縦書きで書くように説明した。さらにグル
ープ内で発表して一人２句を選び、発表用の色画用紙に
貼るように指示した（〈資料２〉）。グループごとに句を発表し、
背景や込められた思いを説明しながら鑑賞を行った。 
 季語の有無や字余りなど俳句の型にはあまりこだわらず、
アシスタント学生と話しながら表現することを楽しんでもらうことを重視した。また口頭での発表
の際には助詞の「は」と「が」の誤用や「多いすぎる」など接続形態の誤用が見られたが、その
場での修正はせず、後の授業や提出物で修正を加えることとした。 
アシスタント学生の役割と気づき 
 アシスタント学生には、記録として「だれとどんなことをしましたか／授業の中で気づいたこと
を何でも書いてください／アシスタントをして、あなた自身が変わったことがあれば教えてくださ
い」という項目に記入したシートを、授業ごとに提出することを求めた。この記録により、教室活
動全体からは見えにくいやり取りや「辞書をよく引いている」「こだわりがあるようだ」「学習者同
士で学び合っている」など、学習者個別の情報を得ることができた。 
また、「なるべくはっきり判断して伝えるように」したり、不安そうな表情の学習者に対し「『大
正解！』と言うことでわかる喜びを共有できた」りと、アシスタント学生が日本語をどのように伝え
ると効果的なのかを試行錯誤し、コミュニケーションにかかわる気づきを得ていることも確認で
きた。 
４．２ 第５回から第８回 —活動と日本語表現— 
 第５回から第８回の授業では、セミナーにおける講義や活動の体験を「日本語で話す・書く」
ことを中心にし、さらにホームステイ先への礼状を書くという文化的な活動も取り入れた。 
講義や活動の意識化 
 日本語講義以外の講義や活動の場での日本語を意
識化し、さらなる日本語の運用につなげるため、講義を
受ける際には日時と講義時間、講義者の名前と講義名
のほか、「ことば／はじめて聞いたこと／あなたの意見」
を記入すること、教室外の活動に関しては「どこで何をし
ましたか／感想」をまとめ、すべての活動について翌日
の授業で提出することを課した。 
授業の進め方 
 アシスタント学生が入る授業は、概ね次のような手順で実施した。 
   導入 10分   課題回収、アシスタント学生の紹介 
   活動 50分   話し合い、文章作成  
157
〈資料２〉俳句作品
158
   まとめ 30分  口頭発表、フィードバック 
 第５回から第８回の授業は、机を「コの字型」に並べて行った。学生アシスタントには、「コの
字型」の机の内側に座り、ガジャマダ大学の学生２、３人と対話するように指示をした。この配
置により、教師はクラス全体を把握することができ、板書による文法や語彙、表現の修正や説
明も効率よく行うことができた。 
 活動やホームステイを踏まえて自由に話し、それを文章化したものをクラス全体に口頭で発
表、文法や語彙、表現をフィードバックするという手順で授業を進めた。 
口頭表現と文章表現 
 授業記録と活動記録が課してあるため、話題がなくて発話が止まってしまうといった場面は
みられなかった。アシスタント学生の感想に「話し言葉は完璧だと思います」「日本に来たばか
りで緊張しているだろうし話しづらいかな？と思っていま
したがそんな心配など、どこ吹く風でした」とあるように、
口頭でのコミュニケーションには困難がないようであった。
ただし、文章を書いてみると、「賞をもらった」を「賞をあ
げた」にするといった授受表現の誤用や「は」と「が」の使
い分け、主語と述語のねじれ、語彙の選択の間違いな
どが明確になった。こうした表現については適宜、クラス
全体にフィードバックして確認した。また、書いた文章を口頭で発表する際には、発音の確認
も行った。 
アシスタント学生の気づき 
 アシスタント学生のコメントには、ガジャマダ大学の学生から出た「神道」について「考えるき
っかけ」になった、生き生きと学ぶ姿に「こちらまで楽しく」なる、自分の日本語が「間違ってい
ないか確認するように」なった、「もっと日本について勉強しようと」思った、などと書かれている。
ガジャマダ大学の学生の意識の高さに対する驚きだけでなく、互いのやり取りの中から日本人
学生が学びの影響を受けていることがうかがえる。 
 １時限目の第５回のクラスと異なる３名のアシスタント学生が入ったため、学習者がアシスタン
ト学生に質問をするという形で、新たなメンバーの自己紹介をすることから始めた。 
学生同士のフィードバックと自己修正 
 ガジャマダ大学の学生には先の授業で発表した小文の話題について引き続き話し、文章に
まとめ直すことを指示した。さらにペアになってお互いの文章を交換し、読み合うように指示し
 第５回（7 月 25日（月）8:50−10：20） 
  ガ学生：９名， ア学生：４名  
      授業内容：ホームステイを含む活動の経験を話す 
      授業目的：経験したことを振り返り日本語で表現する  
 第６回（7月 25日（月）10:30−12:00） 
 ガ学生：９名， ア学生：４名 
      授業内容：ホームステイを含め、日本についての興味があることを小文にする 
      授業目的：意見や事実をまとめて、文章化する  
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た。ペアの相手の文章を読み、分かりにくいところや違和感を覚えた箇所について質問し、書
き手がそれに答えることにより表現や語彙、漢字表記の自己修正を行った。 
アシスタント学生の気づき 
 ガジャマダ大学の学生から「神仏習合」や神社での参拝の仕方などに関する質問が出て、ア
シスタント学生が慌てるような場面もみられた。また、文章を修正しすぎると「学習者のやる気
や自信を削いでしまう危険がある」という気づきも寄せられた。 
 なお、クラス全体に向けての発表後、ホストファミリーへ礼状を書いて送ることを提案、下書き
を宿題とした。 
 第７回と第８回の授業では、ホームステイ先への手紙（〈資料
３〉）を日本語で書くことを課題とした。なお、日本の文化的な側
面を紹介することも兼ね、手紙文は筆ペンで縦書きとし、封筒の
宛名書きの仕方も説明した。さらに、予め用意しておいた 10 種
類の絵柄の切手から相手や自分の好みに合う切手を選んで貼
り投函の準備をするように指示した。 
日本語で手紙を書くーアシスタント学生との会話をもとにー 
 ガジャマダ大学の学生には、「ありがとうございました」「お世話になりました」「インドネシアに
来てください」といった定型文を並べるだけでなく、「何をしたか」「どこへ行ったか」「どんなこと
をしてもらって嬉しかったのか」「どんなことを見たり聞いたり話したりしたか」「どんな気持ちだっ
たか」など、具体的なエピソードを交えて書くように指示した。また、アシスタント学生には、ガジ
ャマダ大学の学生の話を聞いて、さらに発話を引き出すことを求めた。 
 ホームステイ先での出来事を思い出し、「〜のことを話した」「〜に連れて行ってもらった」など
の話をし、それを手紙文にする際には「〜のことをお話しできてよかったです」「〜に連れて行
ってくださって、ありがとうございました」など、敬語形式が用いられるようになった。敬語を学習
してはいても、なかなか使う機会がなかったということで、「目上の人に使う」だけでなく、フォー
マルな手紙に使うこと、敬語を使うと丁寧になることなどを説明し、形式を適宜、板書でフィード
バックしていった。 
 なお、この第８回の授業から、ガジャマダ大学工学部の学生１名も日本語講義に参加した。
日本語能力は入門レベルであり、ホームステイ先への手紙は英語で書いた下書きを用意して
いた。英米学科のアシスタント学生の協力によって、「話しながら一緒に」日本語にして書くこと
を経験することができた。これを契機に日本語学習への動機づけが高まり、最終スピーチで日
本語を交えることができたことも大きな成果であった。 
アシスタント学生の気づき 
 アシスタント学生のコメントには「伝えたいことがあって言語活動があるということがよくわかっ
た」、「相手から話題をどんどん引き出すような会話が大切だ」、「どの学習者も自分からコミュ
ニケーションをとろうとしている姿が印象的だった」、といった感想や「留学生とかかわる仕事」 
 第７、８回（7月 26日（火）8:50−10:20、10:30−12:00） 
  ガ学生：10名（第７回は９名），ア学生：４名ずつ（うち１名のみ両クラスに参加） 
      授業内容：ホームステイ先への手紙を書く 
      授業目的：日本語で手紙を書いてみる、敬語を使う             
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〈資料３〉ホームステイ先への手紙
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が職業選択肢の１つに加わったといったことが述べられている。また、日本語上級者には、敬
語や漢字の使用についてもしっかり教えた方がいいといった、学習者の日本語レベルと言語
形式の問題に関する気づきも示されている。 
４．３ 第９回から第 12回 —スピーチ発表に向けて— 
 第９回から１２回はスピーチ発表に向けての準備とした。 
講義記録をもとにスピーチ原稿を作る 
 ここでは、今までの活動記録と外部講師などによる講義記録
３枚のうちから、環境問題に関わるキーワードを取り出し、その
キーワードについて話し合いながら、発表のテーマを決め、そ
れを文章にしていくことを目標とした。そして、文章を互いに読
み合って質問し、スピーチ原稿の下準備をした。 
スピーチ練習 
 午後からの第１１回の授業では、発表のスタイルをとりスピーチ練習を行った。初めにグルー
プで発表原稿を読み合って修正し、一人２分の発表をしたあとで、質問を受けて答えるという
手順で行った。さらに、質問されたことに対する説明や意見を加えて、スピーチ内容を補強す
るように指示した。 
アシスタント学生の気づき 
 アシスタント学生のコメントには、「『日本では』という説明をすると『インドネシアでは』と自分
の国のことを詳しく語ってくれる姿が印象的」、「どんな話題になってもいいように、普段からさ
まざまなことに目を向けていきたい」というように、ガジャマダ大
学の学生に刺激を受けたことが書かれている。また、「インドネ
シアのことをもっと知りたくなった」、「今まで留学生とあまり交流
したことがなかった」、「県大
や地元の大学にいる留学生
ともチャンスがあれば交流し
たい」、「もっと自分からみん
なの中に入っていけるようになりたい」といった、今後の国際
交流への関心が高まったことが述べられている。 
 第９、10回（7月 28日（木）8:50−10:20、10:30−12:00） 
  ガ学生：10名， 第９回ア学生：３名， 第 10回ア学生：６名  
      授業内容：活動記録・講義記録からキーワードを探す 
      授業目的：スピーチ発表の準備             
 第 11回（7月 28日（木）12:50−14:20）  
ガ学生：10 名， ア学生：５名，  見学者（日本語教師）：２名 
     授業内容：発表原稿を書く／読み合う  発表／聞いて質問 
     授業目的：スピーチ発表の準備     
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 第 12 回の授業では、発表の形式で一人３分のスピーチをし、クラス内での質問・応答によっ
てさらに内容を整理し、アシスタント学生の協力を得てスピーチ原稿を仕上げた。 
 ８時５０分から１０時２０分まではリハーサル練習とした。初めにリラックスできるように、みなで
ダンスを踊り、発声練習をした。その後は、事前に決めた発表順で、一人３分のスピーチを行
い、適宜、コメントをした。 
 １０時３０分からの発表本番では、県立大学関係者、アシスタント学生だけでなく、ホストファミ
リーや卒業生も参観する中、スピーチを行った。学生は緊張しながらも、各自が完成度の高い
スピーチをこなし、高い評価を得ることができた。〈資料４〉は、そのスピーチ原稿の一部である。
２日間にわたって練り上げたスピーチは、どの学生も大変堂々としてすばらしいものであった。 
 
〈資料 4〉 スピーチ原稿の例 
 
 
 第 12回（7月 29日（金）16:10−15:40） 
  ガ学生：10名， ア学生：５名 
      授業内容：スピーチ発表練習／質問する 
      授業目的：スピーチ発表の準備  
 第 13回（7月 30日（土）8:50−10:20） 
スピーチ発表練習 
スピーチ発表（10:30-12:00） 
   ガ学生：10 名  見学者：13 名（学外者４名を含む） 
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報告書作成  
 なお、スピーチ終了後の閉講式、送別会を終えてからも、本セミナーの報告書を仕上げると
いう課題が残っており、宿舎で個別に指導した。完成した報告書〈資料 5〉を〈資料 1〉と比較し
ていただきたい。「日本で体験したことで一番
心に残ったことを教えてください／日本の印
象は日本に来る前と変わりましたか／日本に
いる間に、あなたが変わったことがあれば教
えてください／もう一度日本に来るとしたらど
んなことがしたいですか」への回答には、日本
語講義における成果のみでなく、国際交流セ
ミナー全体を通して、ガジャマダ大学の学生
が多くを学び日本語表現力を高めたことがう
かがえる。 
 
５．アシスタント学生を導入した日本語講義  
５．１ アシスタント学生の役割 —学生の悩みから— 
今回、筆者（東・加藤）がアシスタント学生に対して事前におこなった指導は２点のみである。
「教室では担当教員の指示に従ってください。」「クラスにおいて学習者と『日本語で』楽しく会
話してください。そしてできるだけ学習者の日本語による発話を引き出してください。」である。
結果、同じ学生同士の立場で「会話の相手」をすることが、非常に有効的に学習者の発話を
引き出し、教室外の活動を教室内の言語活動に結びつける役割を担うことができた。 
例えば、俳句（川柳）を作る授業では、日本の生活や体験を話すことで、生き生きとした表現
が引き出された。また、ホストファミリーに手紙を書く授業では、ホームステイ先での様々な出来
事を話すことで手紙を書くというモチベーションも上がり、また、敬語形式などへの気づきも生
じた。またスピーチ原稿作成の段階でも、アシスタント学生と話すことで内容が充実し、特に文
化比較の説明も明確になった。 
その一方で、アシスタント学生からは、文法や表現をどう修正するのかなどについて悩みの
コメントも多く寄せられた。次に抜粋して示す。 
「自分がどこまで原稿に手を加えていいものかすごく悩んだので、最初に先生から方針を
聞きたかったです」 
「日本語で会話をする、コミュニケーションをする、文法を教える・・・今回はそれ以上に
『日本の環境に関する取り組み』や現状、課題など、ある程度の知識が不可欠でした」 
「学習者が書いた文章をどこまで修正するのか最初はとまどいました。学習者が直しても
らうことを望んだので、意見をどんどん言うように変更しました」 
「それぞれが異なるテーマでスピーチをつくっていたため、その人が何に関心があるの
か？何について話したいのか？を理解するのに時間がかかりました。（省略）早くスピ
ーチ原稿を完成させなくては・・・と焦ってしまいました」 
「文章を直すアドバイスをする際に、本人が言いたいこととずれてしまわないように、よく考
えなければならないと思いました」 
 確かにスピーチの内容を決めていく際には、アシスタント学生と話すことで、内容や説明が充
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話してください。そしてできるだけ学習者の日本語による発話を引き出してください。」である。
結果、同じ学生同士の立場で「会話の相手」をすることが、非常に有効的に学習者の発話を
引き出し、教室外の活動を教室内の言語活動に結びつける役割を担うことができた。 
例えば、俳句（川柳）を作る授業では、日本の生活や体験を話すことで、生き生きとした表現
が引き出された。また、ホストファミリーに手紙を書く授業では、ホームステイ先での様々な出来
事を話すことで手紙を書くというモチベーションも上がり、また、敬語形式などへの気づきも生
じた。またスピーチ原稿作成の段階でも、アシスタント学生と話すことで内容が充実し、特に文
化比較の説明も明確になった。 
その一方で、アシスタント学生からは、文法や表現をどう修正するのかなどについて悩みの
コメントも多く寄せられた。次に抜粋して示す。 
「自分がどこまで原稿に手を加えていいものかすごく悩んだので、最初に先生から方針を
聞きたかったです」 
「日本語で会話をする、コミュニケーションをする、文法を教える・・・今回はそれ以上に
『日本の環境に関する取り組み』や現状、課題など、ある程度の知識が不可欠でした」 
「学習者が書いた文章をどこまで修正するのか最初はとまどいました。学習者が直しても
らうことを望んだので、意見をどんどん言うように変更しました」 
「それぞれが異なるテーマでスピーチをつくっていたため、その人が何に関心があるの
か？何について話したいのか？を理解するのに時間がかかりました。（省略）早くスピ
ーチ原稿を完成させなくては・・・と焦ってしまいました」 
「文章を直すアドバイスをする際に、本人が言いたいこととずれてしまわないように、よく考
えなければならないと思いました」 
 確かにスピーチの内容を決めていく際には、アシスタント学生と話すことで、内容や説明が充
実する。その一方で、文法や語彙を正しく直してほしいという学習者の欲求もある。また、上級
者であるが故に、学習者の日本語表現に関する困難さは個別的なものである。したがって、上
記のような悩みをアシスタント学生が持ったとしても、文法や語彙などの修正は、アシスタントで
はなく教師がコントロールする必要があるのである。 
今回のケースでも、例えば、スピーチ練習の後半２回では、対面対話ではなくアシスタント
学生１名に学習者３名を割り当てて、学習者のスピーチにおける問題点を記録させ、それをふ
まえて教師がフィードバックする、といった形も有効な方法であったかと思われる。そうした方
法をとるのであれば、担当するアシスタントには一定以上の日本語教育に関する予備知識や
実習経験などが必要である。その上で、あらかじめ担当者を固定しておき、アシスタントと教師
が事前打ち合わせをするなど、綿密な計画を立てて臨む必要があるであろう。 
５．２ 交流と日本語教育 
 今回のセミナーの場合、「国際大学交流セミナー」の中の「日本語講義」として、交流活動が
あり、それを日本語運用と結びつけるという観点で授業計画を立てた。セミナー全体としては、
日本語講義におけるアシスタント学生とのインターアクションによって効果的な学習ができただ
けではなく、学生同士のディスカッションやその他学内のさまざまな場で学生間の交流も持つ
ことができ、有益であったことは確かである。 
ただし、これが日本語習得を目的とした短期留学のカリキュラムであった場合など、セミナー
の方針によっては「交流」と「日本語教育」のバランスや学習内容の比率を考える必要があり、
それに応じて日本語講義におけるアシスタントに求められる役割や授業との関わりも、柔軟に
変えていくことが必要であろう。 
 
おわりに 
以上、愛知県立大学の平成 23 年度「大学国際交流セミナー」における「日本語講義」での
活動の試みを紹介し、アシスタント学生の位置づけの可能性について考察をした。 
なお、今回のアシスタント学生の雇用に際して、高等言語教育研究所の経費を充てていた
だいた。記してここに感謝申し上げる。 
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